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１． 各校（分会）の回答から 

 
北海道の鉄道は地域でのくらしに欠かせない公共交通の要の役割を果たし、日本国憲法が保障する生

存権（25 条）、幸福追求権（13 条）、居住・移転の自由（22 条）、教育権（26 条）などの人権を保障す

るものです。JR 問題は高校生の学習権保障にもかかわる大きな問題です。 
ＪＲの「事業範囲見直し」提案をふまえて、道高教組は全道の分会（高校）でアンケート調査をすす

めています。回答は未だ 10 数校ですが,「ダイヤ改正により,学校が始業時間を早めなければなくなった」

（北見商業）など、影響は小さくありません。 

たとえば、ＪＲ北海道は去年３月のダイヤ改正において、「新幹線」の開業を大々的にアピールする一

方、駅の無人化・廃止に加え、79 本も普通列車を減便させ、特急列車割引切符の廃止などを次々に実施

して利用者の利便を低下させています。 
「生徒の下校時間は３時半なのに小樽行きの上り列車は６時までなくなった。そして、部活などでこ

れを逃がすと９時半まで待たなければならなくなる」（ニセコ高校）など、各地の高校で利便低下に悲鳴

が広がり、ＮＨＫ北海道スペシャルに登場した日高の高校生・菊地龍之介君はＪＲ運休による代替バス

通学のため「毎朝５時半に家を出る」と報じられました。 
「当面赤字」が見込まれる新幹線の穴埋めのために、道民の足であるローカル線の安全や利便を後退

させるやり方は看過できず、そこに北海道の未来はありません。「部活終了後に旭川に帰る列車が去年、

今年のダイヤ改正で遅くなり、19:47 に。旭川着は 9 時になる」（宗谷線・剣淵高校）や、「去年の北海道



新幹線開業で JR 海峡線から３セク「道南いさり火鉄道」に変わり、通学定期代が急騰。「函館→上磯」

の定期代は月額 6110 円→8000 円。「3 か月定期」だと 1 万 7420 円が 2 万 2800 円。「半年」定期だと 3
万 3030 円が 4 万 3530 円となった」「町が通学費補助をしているけれど、それも『激変緩和』に過ぎず、

平成 30 年以後は分からない」（上磯高校）などの実態があります。 
 

２． 分割民営化・ローカル線廃止と高騰する通学費   （1992 年、道国鉄共闘会議調） 

 
30 年前の国鉄分割民営化後のロ

ーカル線廃止による高校生の通学定

期代負担の高騰は、民営化の 5 年後

（1992 年）に道国鉄共闘会議がまと

めた調査で右の表に見るとおりです。 
国鉄名寄本線の廃止（1989 年）に

ともない、中湧別から遠軽高校に通

う生徒の通学定期代は「月6570円」

が 5 年後の平成 5 年に 1 万 6000 円

余になりましたが、現在は 2 万 520
円となっています。補助なし(遠軽高

校、北紋バス・北見バス）。 
同じく「民営化の年（1987 年）の

国鉄瀬棚線廃止により、今金駅から

丹羽の定期代は「月 3500円」が 7920
円となり、現在は 8440 円に。瀬棚、

大成からだと 3 万円越える生徒も。

せたな町が半額補助。（檜山北高校）

などの実態があります。 
 
道教委は「全日制 225 校中 167 校

で高校生が JR を利用（利用率７

４％）、日高線 1 学年 495 人中 76 人

利用（2014 年運航時の 1 年制利用

数）。代行バス利用 76 人 保護者送

迎 2 人」としています。 
高校生の通学の足として鉄道の役

割は大きく、「バス転換」の負担は重

大。鉄路維持を求めます。 


